
<
私
の
学
生
時
代
>

レ
ス
リ
ン
グ
を
通
し
て
の
想

出

L

私
が
同
志
社
大
学
レ
ス
リ
ン
グ
部
を
知
っ
た
の
は

昭
和
二
十
六
年
秋
で
あ
る
。
当
時
、
浪
人
中
で
あ
っ

た
私
は
、
気
晴
ら
し
に
友
人
が
出
場
し
て
い
た
関
西

学
生
レ
ス
リ
ン
グ
秋
季
リ
ー
グ
戦
を
観
に
行
っ
た
。

関
大
、
関
学
、
黒
社
三
校
の
り
ー
グ
で
、
同
森

大
は
、
粘
世
辞
に
も
強
い
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
し

か
し
そ
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
の
良
さ
、
ス
マ
ー
ト
さ
が

私
の
心
を
捕
え
た
。
い
わ
ゆ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

む
」
と
い
う
感
じ
が
、
浪
人
中
の
暗
い
私
の
心
に
、

忘
れ
去
っ
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
み
を
想
い
出
さ

せ
て
く
れ
た
。
試
合
を
観
て
い
る
う
ち
に
、
同
志
社

大
学
レ
ス
リ
ン
グ
部
が
、
私
の
人
生
の
ス
タ
ー
ト
地

点
で
あ
る
と
決
断
さ
せ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

岩
野

昭
和
二
十
七
年
四
月
、
同
志
社
大
学
入
学
と
同
時

に
レ
ス
リ
ン
グ
部
に
入
部
し
た
。
当
時
の
部
員
は
、

日
野
主
将
以
下
十
数
名
、
一
年
生
は
私
一
名
で
あ
っ

た
。
諦
場
は
講
武
館
(
現
在
の
中
学
テ
=
ス
コ
ー
ト

の
所
に
あ
っ
た
)
に
あ
り
、
一
束
道
部
と
共
有
で
、
畳
の

上
に
綿
の
キ
ャ
ン
バ
ス
を
敷
い
て
練
習
し
て
い
た
。

午
後
二
時
ビ
ろ
に
練
習
場
に
行
き
、
キ
ャ
ン
バ
ス
を

敷
き
掃
除
を
す
る
の
が
新
人
の
私
に
与
え
ら
れ
た
仕

事
で
、
三
0
畭
も
あ
る
キ
ャ
ン
バ
ス
を
近
く
の
倉
庫

か
ら
出
し
て
敷
き
、
練
習
が
終
る
と
又
畳
ん
で
し
ま

う
。
こ
れ
を
一
人
で
や
る
の
だ
か
ら
た
い
へ
ん
で
あ

る
。
時
々
練
習
を
サ
ボ
る
と
翌
日
は
必
ず
グ
ラ
ン
ド

二
周
の
う
さ
ぎ
跳
び
を
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
も
想
い

出
の
一
つ
で
あ
る
。
部
員
が
少
な
い
の
で
、
練
習
が

十
分
に
で
き
な
い
こ
と
が
し
ぱ
し
ば
あ
っ
た
が
、
そ

の
時
に
は
近
く
で
練
習
し
て
い
た
相
撲
部
や
柔
道
部

に
行
き
、
四
股
や
鉄
砲
や
投
げ
の
練
習
を
し
た
り
、

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ー
ボ
ー
ル
の
選
手
と
一
緒
に
ラ
ン

ニ
ン
グ
や
ダ
ッ
シ
ュ
の
練
習
を
し
た
り
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
全
て
レ
ス
リ
ン
グ
の
技
術
や
力

の
基
礎
と
な
る
も
の
で
、
以
後
の
選
手
生
活
に
大
い

に
役
立
っ
た
よ
う
で
あ
る

一
年
生
の
時
の
夏
に
、
立
教
大
学
・
伺
志
社
大
学

レ
ス
リ
ン
グ
部
が
、
山
口
最
市
で
合
伺
合
宿
を
し

た
張
り
切
っ
て
い
た
新
人
時
代
の
こ
と
な
の
で
特

に
印
象
に
残
っ
て
い
る
。
三
週
朋
ほ
ど
の
日
程
な
の

で
費
用
が
多
く
か
か
る
。
当
時
の
主
務
当
麻
幸
雄
氏

の
発
案
で
部
員
全
員
が
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
費
用
を

調
迷
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
明
徳
館
東
側

半
分
の
建
築
玉
を
し
て
い
た
の
に
目
を
つ
け
、
エ

事
用
の
器
具
運
搬
や
現
場
の
掃
除
そ
の
他
雑
用
を

レ
ス
リ
ン
グ
部
が
請
け
負
っ
た
。
授
業
の
な
い
時
問

を
利
用
し
て
数
名
が
集
ま
り
仕
事
を
す
る
。
授
業
時

問
に
な
る
と
講
義
を
受
け
に
行
く
。
一
人
一
人
の
仕

事
の
ノ
ル
マ
は
決
め
ず
、
自
由
に
仕
事
を
し
た
り
講

義
を
受
け
た
り
で
あ
っ
た
が
仕
事
は
熱
心
に
や
っ
た

よ
う
に
思
う
0
 
三
週
問
ほ
ど
の
ア
ル
バ
イ
ト
期
問
で

含
、
入
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あ
っ
た
が
、
先
輩
と
も
話
し
合
い
も
で
き
、
一
段
と

親
癌
感
が
で
き
て
私
に
と
つ
て
有
意
義
な
ア
ル
バ
イ

ト
で
あ
っ
た
。
遠
征
の
結
果
は
、
私
が
一
年
生
な
が

ら
立
教
大
の
強
豪
と
戰
っ
て
五
勝
一
敗
と
頑
張
っ
た

対
抗
戦
で
は
同
志
社
大
は
立
教
大
に
六
連
敗
し

て
遠
征
合
宿
は
終
っ
た
。

伺
志
社
E
V
E
の
行
事
は
年
々
多
彩
に
な
っ
て
き

て
い
る
が
、
私
の
学
生
時
代
に
は
、
 
E
V
E
の
行
事

゛
)
、

力

と
し
て
、
校
内
、
ホ
ク
シ
ン
グ
大
会
が
行
わ
れ
て
い

た
。
ボ
ク
シ
ン
グ
部
・
空
手
部
・
拳
法
部
の
部
員
以

外
な
ら
、
一
般
学
生
を
含
め
て
出
場
で
き
た
。
昭
和

二
十
九
年
の
大
会
に
、
ボ
ク
シ
ン
グ
部
の
藤
原
君
た

ち
の
コ
ー
チ
を
受
け
て
私
も
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
代
表

と
し
て
出
場
し
た
。
始
め
て
の
ボ
ク
シ
ン
グ
試
合
な

の
で
大
変
緊
張
し
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
第

一
同
戦
の
相
手
は
ボ
ク
シ
ン
グ
経
験
の
あ
る
ら
し
い

学
生
、
十
六
オ
ン
ス
の
グ
ラ
プ
が
重
く
感
じ
ら
れ
肩

に
力
が
入
っ
た
。
ゴ
ン
グ
が
鳴
り
数
回
打
ち
合
っ
た

よ
う
に
思
っ
た
と
た
ん
レ
フ
リ
ー
が
ス
ト
ツ
プ
を
か

け
た
。
よ
く
み
る
と
相
手
の
学
生
が
マ
ツ
ト
に
伸
び

て
い
た
。
ボ
ク
シ
ン
グ
と
い
う
よ
り
軍
鶏
(
シ
十
モ
)

の
喧
嘩
の
よ
う
で
、
偶
然
の
一
発
が
相
手
の
あ
ビ
に

当
た
っ
た
ら
し
い
。
ニ
、
三
回
戦
と
も
K
0
で
勝
ち

優
勝
戦
は
、
巽
五
郎
君
(
ブ
メ
リ
カ
ン
・
ー
ト
・
ボ

ー
ル
部
)
と
対
戦
し
、
接
職
の
末
判
定
で
勝
ち
、
中
量

級
の
優
勝
者
と
な
っ
た
。
昭
和
三
十
年
の
大
会
に

は
、
軽
量
・
中
量
・
重
量
の
三
階
級
に
レ
ス
リ
ン
グ

部
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
松
本
耕
之
介
(
軽
量
)
、
加
膝

悍
(
重
皿
)
と
私
(
中
量
)
が
優
勝
し
、
三
階
級
を
制

覇
し
た
。
こ
の
ボ
ク
シ
ン
グ
大
会
は
、
そ
の
後
行
わ

れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
大
会
の
優
勝
は
レ
ス
リ
ン
グ

部
の
自
慢
の
一
っ
で
あ
る
。
私
の
優
勝
戦
の
相
手
は

全
米
ν
ス
リ
ン
グ
選
手
権
会
場
前
で

(
一
九
五
五
・
四
・
一
マ

安
藤
某
君
で
あ
っ
た
が
、
タ
フ
な
人
で
、
い
く
ら
ハ

ン
チ
を
打
っ
て
も
な
か
な
か
倒
れ
ず
、
顔
中
が
腫
れ

あ
が
っ
て
ぃ
た
よ
う
で
あ
る
。
翌
年
、
私
が
体
育
講

師
と
し
て
実
技
を
担
当
し
た
時
に
、
ク
ラ
ス
の
中
に

そ
の
{
轟
君
が
居
た
の
に
は
驚
い
た
。

昭
和
三
十
年
二
月
三
日
、
学
年
未
試
験
の
最
中

に
、
全
日
本
選
抜
レ
ス
リ
ン
グ
チ
ー
ム
の
言
貝
と
し

て
羽
田
空
業
ら
ア
メ
リ
カ
遠
征
に
出
発
し
た
0
 
約

七
●
日
問
に
わ
た
っ
て
ア
メ
リ
カ
全
土
を
転
戦
、
各

地
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
、
大
学
チ
ー
ム
と
対
戦
(
約
十

五
試
厶
巳
し
た
。
そ
の
問
、
 
N
T
C
選
抜
選
手
権
大

会
に
出
場
、
フ
ェ
ザ
ー
級
第
二
位
、
西
部
選
手
椎
大
会

で
も
同
じ
く
フ
ェ
ザ
ー
級
で
第
二
位
と
な
っ
た
0
 
-

般
家
庭
や
大
学
の
学
生
寮
、
 
Y
M
C
へ
ク
ラ
ブ
の

練
習
場
の
片
偶
、
バ
ス
停
の
、
ベ
ン
チ
祭
主
な
宿
泊

゛
、ノ

所
で
苦
し
い
貧
乏
旅
行
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
ア
メ

り
力
の
生
活
を
偶
々
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
多
く
の
す
ぱ
ら
し
い
経
験
と
勉
強
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
の
遠
征
の
最
終
目
標
は
、
全
米
レ
ス

リ
ン
グ
選
手
権
出
場
で
あ
る
。
私
は
バ
ン
タ
ム
級

(
五
十
七
蚫
)
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
た
の
で
一
 
0
地

ほ
ど
体
重
を
減
ら
さ
ね
ば
な
ら
ず
試
合
の
始
ま
る
二

週
間
市
力
ら
、
減
量
と
い
う
自
己
と
の
闘
い
が
始
ま

つ
て
い
た
0
 
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
二
週
間
滞
在
し
て
コ
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ン
デ
ィ
シ
,
ン
調
整
を
し
て
い
た
間
に
、
邦
人
の
人

た
ち
が
歓
迎
会
や
激
励
会
を
催
し
て
下
さ
っ
た
が
、

私
は
御
馳
走
を
眺
め
る
だ
け
、
し
か
し
時
に
は
空
腹

に
堪
え
ら
れ
ず
、
誘
惑
に
か
ら
れ
、
ど
ぅ
に
で
も
な

れ
と
い
う
気
に
な
っ
て
ビ
フ
テ
キ
を
食
べ
、
コ
ー
チ

を
心
配
さ
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
試
合
当
日
の
朝
、

二
百
グ
ラ
ム
体
重
オ
ー
バ
ー
、
他
の
選
手
が
ま
だ
寝

て
い
る
の
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ
を
多
く
着
込
ん

で
、
ま
だ
う
す
暗
い
寒
い
街
に
ど
び
出
し
、
附
近
の

道
路
を
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
汗
を
出
し
た
。
そ
の
時
の

苦
し
み
、
孤
独
感
は
言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
ほ
ど

で
、
十
九
年
過
ぎ
た
今
で
も
時
々
想
い
出
し
、
私
の

脳
裏
か
ら
離
れ
て
い
な
い
。
こ
の
苦
し
い
経
験
は
、

そ
の
後
の
生
活
に
大
い
に
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
。

試
合
中
の
四
日
間
、
パ
ン
一
個
と
レ
モ
ン
ジ
ュ
ー
ス

一
杯
で
頑
張
っ
た
甲
斐
が
あ
り
、
バ
ン
タ
ム
級
に
優

勝
し
、
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
苦
し
み
の
後
の
喜

び
、
ス
ホ
ー
ツ
マ
ン
の
み
が
知
る
勝
利
の
感
激
の
一

瞬
で
あ
っ
た
。

帰
途
ハ
ワ
イ
で
一
週
間
過
ビ
し
、
四
月
中
旬
帰

国
遠
征
チ
ー
ム
の
好
成
績
は
、
当
時
の
マ
ス
コ
ミ

に
大
き
く
取
り
あ
げ
ら
れ
、
羽
田
空
港
で
は
大
歓
迎

を
う
け
た
。
京
都
に
着
い
た
私
を
驚
か
せ
た
の
は
、

京
都
駅
前
広
場
で
の
田
渕
体
育
課
長
、
松
本
体
育
会

委
員
長
を
始
め
、
体
育
会
、
 
O
B
会
、
レ
ス
リ
ン
グ

関
係
者
の
大
歓
迎
で
あ
っ
た
。
又
同
志
社
大
叢
援

団
を
先
頭
に
、
河
原
町
を
通
っ
て
市
役
所
前
広
場
ま

で
オ
ー
プ
ン
カ
ー
に
乗
っ
て
行
進
し
た
こ
と
で
あ

る
0
 
以
後
レ
ス
リ
ン
グ
界
か
ら
籬
れ
ら
れ
ず
、
レ
ス

リ
ン
グ
の
と
り
こ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
0

(
大
学
法
学
部
助
教
授
・
体
育
理
論
.
実
技
)
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